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※２０１８年の選考基準の試案（案）
・オリンピックフォーマット決定後に新たな選考基準の追加をおこなうことがある
・Ａ代表の選考を２回以上の決勝進出を基準と変更する可能性があり、アジア選手権大会の優勝者を追加する
・Ｂ代表の選考は世界ユース選手権及びアジアユース選手権にて優勝者を追加する
・特別選手に２０１７年世界ユース選手権の３位以内の選手からも選出できるようにする

国内特別枠

国内大会（BWC八王子）においてＳ・Ａ・Ｂ代表及びＩＦＳＣ枠保持者の総数の約50％程度の選手数を選考する

国内選考大会において、Ｓ・Ａ・Ｂ代表及びＩＦＳＣ枠保持者を除いた上位男女各１０名の成績を収めた選手

国内大会（ＢＷＣ八王子）に派遣する

２０１７年のシーズン終了後、リード・スピード競技への大会参加も最優先に認める
２０１８年の複合種目の日本代表選手として決定する

オリンピックにおいて活躍するために複数種目に取り組む意思を持ち世界大会での実績を持つ選手

各大会ごとに選手強化委員会において男女それぞれ最大１名ずつ決定する

ＩＦＳＣが主催する大会への派遣をB代表よりも優先的におこなう

特別選手

ＩＦＳＣが主催する大会への派遣を最優先におこなう

ＩＦＳＣが主催する大会への派遣をＳ代表の次に優先的におこなう

国内大会において優秀な成績を収め、世界大会での活躍を期待できる選手

国内選考大会においてＳ・Ａ代表及びＩＦＳＣ枠保持者を除いた上位（男子８名、女子６名）の成績を収めた選手

ＩＦＳＣが主催する大会への派遣をＡ代表の次に優先的におこなう

Ｓ代表

Ａ代表

Ｂ代表

２０１６年の世界大会において活躍し、日本代表のトップ選手としての活躍が期待できる選手

２０１７年１月１日時点でのＩＦＳＣ世界ランキングが１０位以内である選手

２０１７年　スポーツクライミング　ボルダリング日本代表　選考基準

ボルダリング日本代表選手　選考方法

選手選考基準　一覧表

ボルダリング日本代表選手団の目標

　１，ＩＦＳＣワールドカップにおいて国別ランキング１位を獲得し、国際的に「強い日本」を印象付けていく
　２，ＩＦＳＣワールドカップランキングにおいて男女とも個人１位を獲得し、シーズンを通して安定した実力を備えた選手を育成する
　３，ＩＦＳＣワールドカップランキングにおいて１０位以内の選手を男女３名ずつ獲得し、次のシーズンも国際大会で有利に戦える状況をつくる
　４，東京２０２０オリンピックにおいて金メダルを獲得するため複合種目へ対応した選手育成をおこなう

ボルダリング日本代表選手へ求める選手像

　１，日本代表選手の選考はＩＦＳＣ規則の参加条件を満たした上で、国内選考大会の成績をもとにおこなう
　２，国内選考大会において２６位以内の選手について以下の基準に基づいて選考をおこなう
　　※ただし、特別な理由があり国内選考大会へ参加できず事前に事情を承認された選手はその限りではない
　３，日本代表選手の決定は公益社団法人日本山岳協会がおこなう

　１，日本代表選手としての自覚を持ち、競技結果に対して最大限の努力を惜しまず常に向上心を持ち、多くの選手の見本となる選手
　２，競争のより厳しい欧米ラウンドにおいて準決勝以上のラウンドで競える可能性を持った選手
　３，競技中のみだけでなく、さまざまな場面に対応し、社会的に認められる人間力を高める意思を持つ選手

２０１７年の世界大会において、２度以上の表彰台に立つことができた選手

２０１６年の世界大会で上位選手と戦える可能性を示し、今後の活躍が期待できる選手

２０１６年の世界大会において６位以内の成績を収めた選手

ＳＳ代表

オリンピックにおいて活躍するために複数種目に取り組む意思を持ち、単種目において世界大会で上位実績を持つ選手
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